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研究成果の概要（和文）：トポロジーの手法を用いて場の理論や物性論をはじめ様々な系を議論した。場の理論として
は、超対称場の理論、コンパクト化された場の理論、（ベービー）スカーム模型などを議論した。物性系としては、冷
却原子気体のボース・アインシュタイン凝縮、超伝導体、ヘリウム超流動、磁性体などを議論した。また、高密度クォ
ーク物質、高密度核物質や中性子星なども扱った。

研究成果の概要（英文）：I have discussed various systems in field theory and condensed matter theory. As 
for field theory, I have discussed supersymmetric theories, field theories on compactified space, 
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１．研究開始当初の背景 

素粒子論では古くからトポロジーの手法が用
いられてきた。一方で、物性理論では、数年
前にトポロジカル絶縁体やトポロジカル超伝
導体が発見されたために、ここ数年急激にト
ポロジーの手法が普及してきた。しかしなが
ら、両分野ではお互いの発展を知らないまま
独立に研究が行われていた。 

 

２．研究の目的 

素粒子論、原子核ハドロン、天体物理・宇宙
論などの基礎物理と物性物理を、トポロジー
を用いることで統一的に理解することが目的
である。トポロジーとは詳細によらないつな
がり方だけを問題にするので、系の特徴がト
ポロジーで特徴づけられる場合は、雑音や摂
動によらない非常に強いことが言える。その
ような普遍的な性質は、扱っている系やもっ
というと、分野によらないはずである。 

 

３．研究の方法 

トポロジーを用いて場の理論などの解析を行
う。扱う手法は、ホモトピー群やコホモロジ
ーや指数定理などである。 
 
４．研究成果 
トポロジーの手法を用いて場の理論や物性論
をはじめ様々な系を議論した。場の理論とし
ては、超対称場の理論、コンパクト化された
場の理論、（ベービー）スカーム模型などを議
論した。物性系としては、冷却原子気体のボ
ース・アインシュタイン凝縮、超伝導体、ヘ
リウム超流動、磁性体などを議論した。また、
高密度クォーク物質、高密度核物質や中性子
星なども扱った。３年間で論文を６０本、発
表を４５件（共同研究者の発表を含む）行っ
た。 
 
５．主な発表論文等 
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